
他

他

他

他

他

鈴
木　

錦
治
議
員　

市
の
財
政
基

盤
で
あ
る
市
税
収
入
が
３
年
連
続

減
収
と
な
る
中
で
、
商
工
業
そ
し

て
農
業
も
こ
の
危
機
的
状
況
を
乗

り
切
る
た
め
の
努
力
を
重
ね
て
い

る
。
府
中
市
の
産
業
を
市
民
が
誇

れ
る
も
の
と
す
る
た
め
の
新
た
な

支
援
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
長　

商
業
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
核
と
な
る
商
店
街
振
興
を

図
る
た
め
の
プ
ラ
ン
策
定
、
工
業

で
は
異
業
種
交
流
促
進
事
業
の
継

続
や
産
学
協
働
へ
の
橋
渡
し
役
と

し
て
工
業
振
興
の
推
進
に
努
め
て

い
く
。
ま
た
、
農
業
で
は
循
環
型

農
業
の
推
進
と
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
の
緩
和
や
防
災
面
で
の

役
割
を
持
つ
農
地
の
保
全
に
努
め
、

農
業
体
験
等
を
通
じ
市
民
が
土
に

親
し
む
機
会
を
提
供
し
て
い
く
。

議
員　

さ
ま
ざ
ま
な
産
業
の
中
で

も
、
農
地
に
は
公
共
性
、
公
益
性

な
ど
多
面
的
機
能
が
あ
る
。

　

水
資
源
涵
養
機
能

を
持
つ
農
地
を
雨
水

浸
透
ま
す
に
換
算
す

る
と
、
補
助
金
の
額

は
ど
の
く
ら
い
に
な

る
か
。

生
活
文
化
部
長　

市

内
農
地
面
積
は
雨
水

浸
透
ま
す
３
万
７
７

９
４
個
分
と
な
り
、

補
助
金
総
額
は
８
億

円
程
度
と
な
る
。

村
崎　

啓
二
議
員　

第
５
次
府
中

市
総
合
計
画
は
﹁
心
ふ
れ
あ
う
緑

ゆ
た
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
﹂
を
基

本
に
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
う
た
っ
て
い
る
。
地

域
内
経
済
循
環
の
活
性
化
は
市
の

財
政
を
強
化
し
、
よ
り
充
実
し
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
供
給
が

可
能
に
な
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で

市
と
市
民
の
協
働
の
媒
体
と
し
て
、

ミ
ニ
公
募
債
や
地
域
通
貨
の
検
討

が
で
き
な
い
か
。

市
長　

ミ
ニ
公
募
債
は
、
市
民
の

行
政
参
加
意
識
の
高
揚
、
将
来
的

な
資
金
調
達
手
段
の
多
様
化
等
の

利
点
が
あ
る
一
方
、
負
担
の
大
き

い
満
期
一
括
償
還
と
い
う
問
題
点

も
あ
る
。
地
方
分
権
一
括
法
に
よ

り
、
自
己
責
任
で
資
金
調
達
を
す

る
時
代
に
な
る
の
で
、
十
分
検
討

し
、
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

総
務
部
長　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
へ
の
支
援
、
促
進
に
、
地

域
通
貨
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い

が
、
導
入
に
は
ま
だ
課
題
が
多
い

と
思
わ
れ
る
。
先
進
地
域
の
事
例

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
動
向
を
見
極
め
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

市
内
、
中
北
部
地
域
の
広
域
的
電

波
障
害
に
つ
い
て

石
井　

文
議
員　

４
月
か
ら
、
完

全
学
校
週
５
日
制
が
実
施
さ
れ
る
。

学
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
文

部
科
学
省
は
教
科
書
の
内
容
を
越

え
た
授
業
を
奨
励
す
る
な
ど
、
ゆ

と
り
教
育
か
ら
学
力
向
上
重
視
へ

の
転
換
を
打
ち
出
し
た
。

　

そ
の
背
景
と
し
て
は
、
学
ぶ
意

欲
の
低
下
や
先
進
各
国
の
学
力
向

上
の
取
り
組
み
か
ら
、
危
機
感
を

持
っ
た
た
め
か
ら
で
は
な
い
か
。

　

ゆ
と
り
ば
か
り
を
強
調
し
て
い

る
と
新
世
紀
を
リ

ー
ド
す
る
人
材
が

育
成
で
き
な
い
と

思
う
が
、
本
市
の

状
況
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

学
校
教
育
部
長　

現
在
、
各
学
校
で

は
来
年
度
の
教
育

課
程
の
編
成
作
業

に
入
っ
て
お
り
、

標
準
授
業
数
を
確

保
す
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
学
校
に

よ
っ
て
は
さ
ら
に
多
く
の
授
業
時

間
を
確
保
し
て
、
ゆ
と
り
を
持
っ

て
学
習
で
き
る
よ
う
な
時
間
割
り

の
工
夫
を
進
め
て
い
る
。

　

学
習
指
導
要
領
の
内
容
は
最
低

基
準
と
し
て
と
ら
え
、
理
解
の
進

ん
で
い
る
子
供
に
対
し
て
は
よ
り

伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
準

備
を
進
め
て
い
る
。

目
黒　

重
夫
議
員　

府
中
市
財
政

白
書
等
が
出
さ
れ
、
健
全
な
財
政

を
維
持
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が

示
さ
れ
た
。
特
徴
は
経
常
収
支
比

率
を
90
％
以
下
に
す
る
と
い
う
目

標
を
設
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

数
値
目
標
は
、
使
い
方
に
よ
っ

て
は
市
民
の
望
ま
な
い
結
果
に
つ

な
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
目
標
が
市
民
の

暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
に
影
響
が
あ

る
の
か
聞
き
た
い
。

財
務
部
長　

税
な
ど
の
一
般
財
源

が
減
少
し
て
市
財
政
へ
の
影
響
が

増
す
中
、
市
民
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
引
き
続
き
提
供
す
る
に
は
、

経
常
収
支
比
率
を
改
善
し
て
、
財

政
の
柔
軟
性
、
弾
力
性
を
回
復
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

必
要
性
や
緊
急
性
等
か
ら
、
見

直
す
事
業
、
充
実
す
べ
き
事
業
な

ど
を
選
択
し
、
健
全
な
財
政
運
営

を
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　

目
標
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
暮
ら
し
が
大
き
く
変
わ
る

こ
と
は
な
い
。

　

エ
コ
セ
メ
ン
ト
事
業
の
現
状
に
つ

い
て

柴
野　

和
夫
議
員　

本
年
４
月
、

ペ
イ
オ
フ
が
解
禁
と
な
る
。
府
中

市
は
他
市
よ
り
公
金
預
託
が
大
き

く
、
影
響
も
大
き
い
。
公
金
管
理

に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成
し
徹

底
し
た
リ
ス
ク
排
除
と
、
リ
タ
ー

ン
は
余
り
求
め
ず
、
安
全
性
、
確

実
性
を
最
優
先
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

安
全
な
公
金
管
理
の
重
要
性
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

国
に
対
し
て
の
強
い
働
き
か
け
が

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

公
金
は
市
民
か
ら
預
か
る

財
産
で
あ
り
貴
重
な
財
源
で
あ
る
。

そ
の
損
失
は
許
さ
れ
な
い
。
安
全

性
を
最
重
視
し
、
４
月
以
降
、
金

融
機
関
破
綻
等
の
最
悪
な
事
態
に

備
え
た
具
体
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
、

国
は
金
融
機
関
の
健
全
性
の
確
保

や
情
報
開
示
を
徹
底
す
る
必
要
が

あ
る
。
市
と
し
て
も
、
地
方
自
治

体
の
現
状
を
十
分
配
慮
し
、
ペ
イ

オ
フ
解
禁
後
の
保
護
に
つ
い
て
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
東
京
都

市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
国
に
強
く

要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

﹁
Ｉ
Ｔ
講
習
﹂︵
そ
の
３
︶に
つ
い
て

吉
岡　

政
子
議
員　

市
は
国
際
化

施
策
と
し
て
国
際
理
解
教
育
や
在

住
外
国
人
と
の
交
流
等
を
推
進
し
、

ウ
ィ
ー
ン
市
ヘ
ル
ナ
ル
ス
区
と
の

交
流
は
10
年
目
を
迎
え
た
。
今
後

の
国
際
協
力
の
あ
り
方
や
市
民
と

の
協
働
の
方
法
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
等
国
際
化

施
策
の
方
向
性

と
意
義
、
理
念

は
、
開
か
れ
た

場
所
で
検
討
さ

れ
、
決
定
さ
れ

る
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

こ
れ
ら
を
話
し

合
う
場
で
あ
る
市
民
参
加
の
検
討

会
等
の
設
置
に
つ
い
て
、
考
え
を

聞
き
た
い
。

生
活
文
化
部
長　

国
際
協
力
や
交

流
活
動
に
は
、
市
民
の
国
際
性
の

育
成
や
知
識
の
啓
発
に
努
め
る
と

と
も
に
、
市
民
団
体
や
グ
ル
ー
プ

等
の
連
携
を
強
化
し
、
市
民
主
導

型
交
流
に
よ
る
よ
り
良
い
協
働
体

制
が
今
後
も
必
要
と
考
え
る
。
市

と
し
て
は
、
現
在
活
動
中
の
市
民

団
体
と
意
見
交
換
し
、
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
国
際
交
流
協
会

の
設
立
等
を
含
め
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
大
量
リ
サ
イ
ク

ル
で
は
な
く
、
発
生
抑
制
を
重
視
す

べ
き
で
は
な
い
か
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市
議
会
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議
す
る
ほ
か
に
、
一
般
質
問
と
い
っ
て
、
各
議
員
が
市
政
全
般
に
対
し
て

質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
22
人
36
件
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

市民が誇れる産業へ市民が誇れる産業へ

　　農業の新たな支援策は　　農業の新たな支援策は

循環型農業の推進と循環型農業の推進と

　　　農地の保全に努める　　　農地の保全に努める

市民が誇れる産業へ

　　農業の新たな支援策は

循環型農業の推進と

　　　農地の保全に努める

市民参加型のミニ公募債や市民参加型のミニ公募債や

　　　　　　　　地域通貨の検討は地域通貨の検討は

先進地域やＮＰＯ等の動向を見て先進地域やＮＰＯ等の動向を見て

　　　　　今後検討していきたい　　　　　今後検討していきたい

市民参加型のミニ公募債や

　　　　地域通貨の検討は

先進地域やＮＰＯ等の動向を見て

　　　　　今後検討していきたい

ゆとり教育から学力重視へゆとり教育から学力重視へ

　　　　　市の取り組みは　　　　　市の取り組みは

理解の進む子供には理解の進む子供には

　　伸ばせるよう配慮する　　伸ばせるよう配慮する

ゆとり教育から学力重視へ

　　　　　市の取り組みは

理解の進む子供には

　　伸ばせるよう配慮する
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収
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収
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︵　

は
そ
の
他
の
質
問
︶

︵
４
〜
７
ペ
ー
ジ
上
段
ま
で
︶

▲求められる農地の保全

▲国際交流サロンでの日本語学習会


